
 

チャートパターン革命 

「勇者マグのつるぎ」 

を装備する方法 
～ チャートパターン×ダウ理論×集団心理の合成＋α ～ 

 

マグです。 

ついに勇者マグのつるぎをあなたにお渡しする準備が出来ましたので報告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



結局複合的に考えられる奴が生存する 

例えば自動車を使えば徒歩では何日もかかるような距離に数時間で到着できます。 

その車の性能はタイヤ、エンジン、ハンドル・・・など、それぞれの構成要素によって変わ

ってきます。 

 

そしてあたり前の事ですが、これらのパーツ単体では自動車としての機能は実現できませ

ん。タイヤだけ持って東京から京都に行こうと思ったら徒歩で行くよりしんどいと思いま

す。むしろ京都に行きたいという目的に対して害になります。 

 

パーツにはそれぞれ役割があります。 

・タイヤには走行をスムーズにする役割 

・ハンドルには方向転換を行う役割 

・エンジンには重たい車体を動かす役割 

それぞれ役割があり、そしてそれぞれ単体ではできないことがあるので、他のパーツがお互

いにできないことを補って自動車という一つのとても便利な乗り物が成り立っています。 

 

FXも同じです。 

 

これまで得てきた知識や手法が有効であっても、それぞれのメリット・デメリットを把握し、

メリットは活かしてデメリットは他の知識や手法でカバーするという事をしないで、ただ

見覚えのあるチャートパターンが出てきたから、教科書通りエントリー、というようなこと

をしていても勝てるようにはなりません。 

 

これに気が付いた時、私のトレードスタイルはガラリと変わりました。 

ほぼ全てのチャートパターンの手法は間違っている 

巷に溢れかえっている情報ではあたかもチャートパターンを形だけでエントリーするため

のツールのように誤って説明しています。 

 

しかしこれは全く違う。 

チャートパターンができるのも背景に人がいるからです。 

そこを心底理解しないとチャートパターンのトレードは「握る部分まで刃になっているよ

く切れる刀」を扱うようなもの。敵を倒せることもあるかもしれませんが自分も傷つきます。 

 

巷に溢れかえっているチャートパターンには、そのままでは補いきれない弱点があります。 



何も知らない無知なトレーダーが装備して戦場に出ていったら、十中八九戦死します。 

 

チャートパターンはただのエントリーの型ではなく、いつもより値動きが順行・逆行どち

らにも激しく出やすい、集団心理のせめぎ合いの場。 

 

この真実に気が付いて作られたのが 

・ダウ理論 

・チャートパターン 

・集団心理 

を合成して一つのトレード手法としてインストールするという発想でした。 

 

なぜ、この３つなのか？ 

この３つで十分だからです。 

フィボナッチとかオシレーターとか必要ありません。 

 

私のブログやメルマガではこれまでにダウ理論やチャートパターン、集団心理について、か

なり多く説明してきました。 

 

正直、そこら辺の商材のレベルを超えていると思うし知識量としては十分提供しています。 

 

そうです。 

昔の私と同じように私のメルマガやブログを読み込んでいるあなたも、必要な

知識は既にほぼ全て手に入れているわけです。 

 

 

このレポートではそれらの知識や手法を合成して一つの具体的なトレード手法のレベルま

で落とし込んでいます。 

 

そして最後にこの３つの合成にプラスαで絶対に必要になってくるある考え方、この要素

を最後に合成することで毎回のトレードで最終的にトレードするべきかどうか決定するこ

とに躊躇がなくなります。 

 

この 3つの要素に最後の要素が加わることで「勇者マグのつるぎ」は完成を迎えました。 

私はチャートパターンと一緒にこの要素を語っている人を見たことがありません。 

ここを説明しないと、チャートパターンはただの負けトレーダーを量産する諸刃の剣にな

ってしまうのに。 



 

ほぼ全ての塾講師やトレーダーはこの部分を伏せて説明しています。有料教材でもです。 

なので私は今回も、この業界の常識を破壊すると決意しました。 

 

 

相場を読む嗅覚・センスなんて今のあなたに必要ありません。 

必要ないというより、しっかりとした考え方、学習をすれば誰でも必ず身につきます。 

 

あなたは今まで多くの FXの知識を学んできたと思います。 

 

一生懸命学習しているのに 

・一向に勝てない 

・エントリーするとレートが逆行して損切りになる 

・コツコツドカンでやられる 

・損切り貧乏になり、資金が徐々に減っている 

 

もしかしたら昔の私の様に 

「どうせ自分には運がないんだ・・・」 

と思ってしまっているかもしれません。 

 

今回の「勇者マグのつるぎ」を制作した目的はここにあります。 

ですので、上記ような状態に当てはまる人だけ手に入れて装備してください。 

 

チャートパターン革命「勇者マグのつるぎ」を装備する方法の内容は以下の様になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



レポートの内容を公開します。 
・●●を●●することで買いか売りかをはっきりさせる方法とは 

・直近のトレンドの動きに惑わされない方法 

・ダウ理論を使った本当に正しい戦い方とは 

・チャートパターンで戦う場合も基本的には●●●●が前提←ここ大事です。 

・多くの人がチャートパターンを使って逆に大損する理由 

・あなたもやってしまっているかもしれない？急な値動きに対応できなくなる戦い方とは 

・多くの人がエントリーが遅れてしまう意外と単純な理由 

・トレードにある考え方をプラスすると誰でも自分のエントリーに自信が持てる。 

・ダウ理論を手法に取り入れている人は必見！ダウ理論の持つ決定的な弱点とは 

・ダウ理論を使った最も安全で無難な戦い方を無理なく身に着ける方法 

・トレードで行き詰ったら戻るべきある手法とは？いつでもセーブ地点からやり直せます。 

・なぜ「チャートパターン」と呼ばれるような波の形ができるのか？ 

・チャートパターンの裏に確実に存在するもの 

・どんな時でもセオリー通りエントリーしてしまうという最悪なミスと治療方法 

・”機能する”チャートパターンを選別する 

・３つの構成要素で戦える場所を判断する。 

・知らないで FXをしたら波に翻弄されて終わる。売り買いの心境の移り変わり方とは 

・集団心理的にトレンド転換とはどんな場面か？ 

・集団心理的にトレンド継続とはどんな場面か？ 

・「ひのきのぼう」と「ロトの剣」くらい威力に差が出る集団心理の本当の考え方 

・チャートパターンは大きく分けて●●型と●●型。それぞれの攻略方法 

・まずはチャートパターンの弱点を知ることから始める。 

・ダウ理論×チャートパターンの合成で実現できる無駄な負けトレードの回避方法 

・※注意！負けた時のダメージが通常よりも高くなってしまう危険なエントリー位置とは 

・鉄板チャートパターンが死のチャートパターンに変貌してしまう場面とは 

・見た目に騙されるな。チャートパターンの変異に柔軟に対応する方法 

・ダブルトップの正しいエントリー方法 

・ダブルトップの山の高さが違う時の戦い方 

・ダブルトップのネックラインの正しい見かた 

・実は弱点だらけ。ダブルトップ×ダウ理論の３つの弱点とは 

・トリプルトップの正しいエントリー方法 

・トリプルトップ→ボックスに形が変わった時の戦い方 

・手法にダウ理論を融合する時の考え方 



・トリプルトップ×ダウ理論の３つの弱点とは 

・ヘッドアンドショルダーズの正しいエントリー方法 

・ヘッドアンドショルダーズのパターンで意外に大事なライン 

・ネックラインの引き方で戦況が大きく変わってしまうヘッドアンドショルダーズ 

・ヘッドアンドショルダーズの山・谷の高さの違いに関する考察の仕方 

・ヘッドアンドショルダーズ×ダウ理論によってエントリータイミングを他の多くのセオ

リー通りの投資家より早める方法 

・ヘッドアンドショルダーズの早期エントリーを見送る場面 

・ヘッドアンドショルダーズ×ダウ理論の３つの弱点 

・フラッグの正しいエントリー方法 

・フラッグのラインの正しい引き方 

・フラッグの背景にある集団心理の捉え方 

・フラッグが飛び乗りエントリーOKな理由 

・逆にフラッグで飛び乗らないことで生じるデメリットとは 

・この判断で多くの投資家が負ける。フラッグで絶対に飛び乗りしてはいけない場面とは 

・※超重要 損切りについて 

・波のリズムが崩壊した急な値動きに対する対応の仕方 

・決済注文が入りづらくレートが伸びていきやすい場面とは 

・フラッグで陥りがちな超危険な爆死ポイントとは 

・フラッグ×ダウ理論の２つの弱点 

・フラッグの損切りで多くの人が悩む理由と改善方法 

・ペナントの正しいエントリー方法 

・ペナントラインの正しい引き方 

・フラッグと違いペナントでは飛び乗りエントリーできない理由 

・ペナントとフラッグの大きな値動きの違い 

・ペナントの危険ゾーン 

・ペナントの２つの弱点 

・アセンディング・ディセンディングトライアングルの正しいエントリー方法 

・アセンディング・ディセンディングトライアングルの正しいラインの引き方 

・売り買いの激しい攻防が行われるトライアングルのある場面とは 

・アセンディング・ディセンディングトライアングルの追随エントリーが期待できる場面 

・アセンディング・ディセンディングトライアングルの無難なエントリー方法 

・アセンディング・ディセンディングトライアングルの弱点 

・ボックスの正しいエントリー方法 

・ボックス→トリプルトップへの変異時の正しい対応とは 

・ボックスを利用した逆張りエントリーの方法 



・あなたは 100万円が落ちていた時に無感情でスルーできるか？ 

・相場に存在する２種類の人間とその人間の考え方 

・相場にいるほぼ全ての人間が「●●●●」と思っている。だから狙いやすい。 

・「損切り管理」の方法を具体的に解説。損切りにも色々なやり方があります。 

・勝ちに繋がる損切りとは 

・許容損失額の設定方法 

・トレードにおけるリスクコントロールとは 

・現実的な目標 pipsの設定 

・相場とは言い換えると「●●●●人間の集まり」。利用しない手はない。 

・トレーダーが安堵する場面、不安や怒りを持つ場面を利用して儲ける 

・ブレイクアウトに釣られてついつい行動してしまう人必見の集団心理 

・エントリー前に必ず考えるべきポイント 

・※極稀 逆ばりの極意のレポートを一部流出させます。 

・基本であり奥義である戦い方とは。多くの人がチャートを前にすると、これを忘れます。 

・あえて不利な方向にエントリーしてもよい場面とは。←上級者向け 

・波のリズムの捉え方。これができるだけでエントリータイミングは完璧です。 

・「安く買って高く売りたい。高く売って安く買い戻したい。」を利用したエントリー 

・下位足での波のリズムの確認方法とは 

・時間軸をしっかり考えたトレードの仕方とは。 

・押し目買い戻り売りの判断がとても簡単になるトレードで一番大事な要素とは 

・ダウ理論の弱点をどのように集団心理でカバーすればよいのか？ 

・ダマシの回避方法 

・損切り爆弾の連鎖を意識してエントリーを判断するには 

・実はダマシは極々普通の値動きである。その理由とは？ 

・これを知らないといつまでも相場に翻弄されます。相場の値動きの正体とは 

・ダマシをくらう人のよくある間違ったエントリーの仕方 

・多くの人が気付かずに絶好の順張りポイントで逆張りエントリーをしてしまう理由。 

・押し目買い戻り売りで重宝する、３つのエントリー方法 

・上位足、基準足、下位足のそれぞれの考え方と使い方について 

・節目のラインに対する逆張りと順張りのエントリー方法のイメージ図 

・エントリー後に順行しやすい卑怯なエントリー方法とは 

・ローソク足一本単位でエントリーのタイミングを変える必要がある場面とは 

・押し目買い戻り売りのラインまでレートが戻ってこないときのエントリー方法とは 

・基準足でのトレンドの崩壊、下位足でのトレンドの崩壊 = 金脈 

・よくある「何となくブレイク」を取りに行くことで期待値の高いトレードを実現する 

・汚いチャートパターンを積極的に狙う。 



・●●●に相談したら迷わずエントリー。●●●とは？ 

・逆ばりは真面目にやらない方がうまくいく。 

・「このライン付近で反応する」がすぐにわかる方法 

・上位足で引いたラインを基準足で修正する具体例 

・短期的に注目されるライン = 短期的に最も稼げるライン 

・よくあるダブルトップで玉砕するパターン ← 実は全チャートパターン共通です。 

・金の亡者必見。ネックラインを２度利用してトレードチャンスを２倍にする方法 

・ネックライン反発前の短期的な値動きの見極め方 

・勇者マグが個人的にメチャクチャ熱いと思っている「ちょいブレイク」とは 

・損切りの設定方法。なぜそこで損切りしないといけないのか？ 

・ブレイクアウトのひと波をサクッと取るリスクの少ないエントリー方法とは 

・コツコツドカンの逆を実現するエントリーポイントとは 

・山尊がダブルトップより戦いやすい理由 

・無感情で損切りするライン 

・売り買いのバランスが崩れた瞬間を狙うエントリー方法とは 

・ラインブレイク前に見せる小さな予兆を利用してエントリーする方法とは 

・エントリーの確度をあげるある法則とは 

・チャートパターンのダマシ（崩壊）を逆に狙いにいける場面とは 

・チャートパターンを盲信しているトレーダーから合法的にお金を強奪する方法とは 

・多くのトレーダーがダマされて慌てふためく前に仕込む方法 

・きれいなチャートパターンでもエントリーしてはいけない場面とは 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



特典追加決定 
今回の「勇者マグのつるぎ」を手に入れた人だけ限定で 

勇者マグの秘密のダンジョンページにご案内します。 

ここで手に入るのは具体的なトレード手法の使い方に関する動画です。 

下図のようなイメージです。 

 

ダンジョンページでは宝箱が用意されており、その中身では私のトレード手法が惜しげも

なく公開されています。 

 

あなたは宝箱を開けたい放題開けて、中身のお宝を盗むだけ盗むことができます。 

（ミミックは現れません。←ドラクエ知らない人はスルーしてください） 

 

さらに。 

ダンジョンの宝箱は増えていきます。 

正直、私の読者の方の中でも「勇者マグのつるぎ」を装備しているか、していないかで、か

なりの実力差が出てくるでしょう。 

それくらいこの宝箱の中身は強力です。普段 youtube で無料で公開している動画をご覧い

ただけているのなら直感的に分かると思いますが、間違いなくその動画だけを見ている人

達よりは実力が付きます。 

 

今回のオファー（勇者マグのつるぎ）に行動してくれた人にだけプレゼントしますね。 



価格について 
私はこれまでに１００万円以上かけて FXを学んできました。それこそチャートパターンの

教材なんかも読みまくりました。 

 

チャートパターンの教材で今まで一番高かったのが 30000円。 

残念ながら（？）今回のレポートと動画はその教材より遥かにレベルの高いものになってい

ます。 

 

なので、実際 50000円位で販売しても良いと考えています。 

 

しかし思い出せる人は思い出してください。 

RPGゲームでは強い武器、それこそ伝説の武器のような物になればなるほどお店では買え

ません。ボスを倒したり、裏ダンジョンに果敢に挑戦して手に入れることができます。 

 

・・・言い方を変えれば行動すれば無料で手に入れられるのが本当に強い武器。 

 

ですので、今回のレポートと動画も業界の常識を破壊するつもりで 

無料 
で提供させていただきます。 

 

あなたは無料でレポートと動画を手に入れて、ダンジョンページで追加コンテンツの宝箱

を開けたい放題開け、財宝をザクザク手に入れて持ち帰るだけ。 

 

このレポートと動画を見るのにかかる時間は１日。 

この１日を損切りラインに設定して、あなたが将来手に入れられるかもしれない自由な時

間は果たして何日、何年になるでしょうか？ 

 

目を閉じてじっくり考えて、損小利大と判断できる人だけ行動してください。 

 

このレポートの入手条件はブログの記事に戻って確認してくださいね。 

 

 

 今すぐ勇者マグのつるぎを手に入れる 
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Q&A 
Q：レポートは無料だけど実行するのに別でお金がかかるのではないですか？ 

A：実はレポートと別に商品があって、それを買わせるということは全くありません。証券

会社の口座があれば他に必要なものは PCくらいです。ただし実際にトレードをするように

なると思うのでそのための資金は必要になります。またトレードとは絶対に勝てるもので

はないので、為替変動による損をするリスクがあることをご了承ください。 

 

Q：自動売買ツールや何かサインを利用して機械的にエントリーをするものですか？ 

A：いいえ。今回のレポートは決して機械的なトレード手法ではありません。機械的なトレ

ード手法のほとんどは、相場の環境の変化によって一気に使えなくなります。私はあなたに

そのような手法を紹介するつもりはありません。あなた自身の実力が向上し、相場の環境に

応じて自分で考えてエントリーできる力を身に着けてもらえるように作成しています。 

 

Q：トレード以外に、他に教材やツールを買うお金が必要ですか？ 

A：いいえ必要ありません。いつも通りトレードに必要なお金があれば問題ありません。 

 

Q：今回のトレード手法に必要な投資金額はいくらから始められますか？ 

A：少なくとも 10 万円あれば実践可能です。1000 通貨でのトレードであれば 10000 円で

も実践可能ですが、当然投資金額が大きい方が利益に繋がりやすいです。 

 

Q：FX初心者ですが、私にも実践できますか？ 

A：全く問題ありません。もしろ FX初心者の方が素直に実施できるので有利だと私は思い

ます。ただできればブログで別でお配りしている Lv.100 勇者マグの FX トレード解体新書

を手に入れてから実践していただければ、よりあなたの資産構築に拍車がかかるので、もし

Lv.100を手に入れていないのであれば、まずはそちらから入手することをお勧めします。 

 

Q：PC画面は一つで良いですか？ 

A：全然問題ありません。私も最近では１つか２つしかディスプレイを使用していません。

画面は大きい方が見やすいので個人的にはおすすめです。 

 

Q：この手法を実践すれば必ず儲かりますか？ 

A：私のメルマガやブログを読んでいれば分かると思いますが、必ず儲かる手法なんてこの

世に存在しません。（あるとすればインサイダー取引くらいです。）どんなトレーダーも必ず

負けています。負けまくっています。その中でいかにして理のあるトレードを繰り返してい

くか？いつまでも聖杯に理想を描くのはやめにしませんか？本当に大事なのは聖杯ではな



くあなたの実力です。本書はあなたの実力を最大限まで引き上げるために作成されていま

すが、成果を保証するものではりません。 

 

Q：スイングトレードですか？デイトレですか？スキャルですか？ 

A：基本はデイトレ・スキャルを目的として作られていますが、スイングトレードにも応用

可能です。 

Q：PCに詳しくないのですが、難しい設定はありますか？ 

A：特にありません。移動平均線と水平線・トレンドラインが引ければ OK です。（移動平

均線は最悪使わなくても OK） 

 

Q：サラリーマンですが夜からのトレードでも大丈夫ですか？ 

A：はい。問題ありません。今回の手法はどの時間帯でも機能します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



追伸：何度でも言わせてください。 
以前の Lv.100 のレポートの時も言わせていただきましたが、もう一度言わせてください。 

 

私はこの業界を破壊するつもりで今回のレポートを作成しています。 

内容の無い粗悪な教材が巷では 30万円とかの高額で販売されていたりします。 

 

値段が高いのが悪いと言っているのではありません。 

全く値段にコンテンツの中身がつり合っていない。 

であるのに、堂々と宣伝し販売者だけが儲けて、実践者はどんどん貧乏になっていきます。 

 

私達でこの業界を変えていきませんか？ 

 

この手紙を読んで、あなたの心に少しでも響くものがあれば、この手紙を 

あなたの身の回りでも、持っているブログ・フェイスブックなどの媒体でもよいので紹介し

ていただければと思います。 

 

 

中身の無いコンテンツを販売している教材販売者が 

「あぁ～。もうこの業界ではオレは通用しない。」と勝手に舞台から降りていくような世界。 

私はその光景をいつか目の当たりにできることを夢見ています。 

 

 

まずはあなたが勝って、稼いで証明してください。 

実力をつけたいと思う人だけ、今すぐ行動してください。 

 

このレポートの入手条件はブログの記事に戻って確認してくださいね。 

 

最後までお読みいただきありがとうございました。 

マグ 

 

今すぐ勇者マグのつるぎを手に入れる 
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